
指導者養成の実情

－静岡県ボート協会の取り組み－

日本ボート協会 指導者育成委員

静岡県ボート協会 普及委員

鈴木 政晴

u競技用ボート

u レクレーションボート
v艇（５人乗り） ・・・¥800,000～¥100,000
vオール（１人分） ･･･ ¥65,000～¥70,000
vその他必要パーツ ・・・ ¥85,000～¥100,000

←約120万円

約110万円→

ボート とは？

ボート とは？

u環境 ・・・物的・人的な環境が必要

v自然環境

v安全確保

u経済面 ・・・莫大な費用がかかる

v艇庫、艇、オール

v購入費用、保管料、遠征費

u指導者 ・・・常駐する指導者が必要

v常に湖上で安全を見届けられる

v技術指導ができる

日本ボート協会の取り組み



認定 ボートインストラクター制度

・適量、健康増進

・場合によっては継続的

・継続的

・最大能力を獲得しようとする

練習量

全員が楽しみ続けられる

・落伍者、脱落者を出さない

※辞めたい者に継続を強要しない

・最強クルーへ向け選抜

・ベストメンバー＋補欠

クルー編成、
選抜

・安全優先（体を壊さない）

・チャンピオンにつながる基礎

・高速を追求するテクニックテクニック

・技術

・選ばない

・人間性を育てる一助となる

・基礎的な人格は前提条件

（育てる義務はない）

選手の人格

・人間性

・ボートを好きになってもらう

・安全に漕げる技術、知識の習得

・競技力向上

・目標とする大会での勝利

達成目標

・初心者、希望者、誰でも

※門前払いしない

・ジュニア～高齢者、障害者

・未来のトップ選手も潜在

・競技、選抜クルーへの応募者

・限定的な年齢層、高い競技力

・選定条件がある（エルゴ等）

指導対象

インストラクターチャンピオン・コーチング 静岡県のボート

狩野川（沼津市）

天竜船明（浜松市） 巴川（静岡市）

浜名湖（湖西市）

佐鳴湖（浜松市）

静岡県のボート

全国１位

全国３位

指導員 ２２

コーチ １９

公認指導者

全国６位３２３県内選手数

全国２位１９６高校選手数

全国２位７０中学選手数

全国５位２２加盟団体数

この他に 総合型地域スポーツクラブ 天竜楽漕クラブ がある

u ２０１１年の成績
v アジアジュニア 優勝（男子ダブルスカル）

v 全日本選手権 ３位（男子シングルスカル）

v 山口国体 優勝（成年男子シングルスカル）
２位（少年女子シングルスカル）
３位（ 同 舵手付きｸｵﾄﾞﾙﾌﾟﾙ）
６位（少年女子ダブルスカル）

v 岩手インターハイ 優勝（女子シングルスカル）
２位（女子ダブルスカル）
５位（男子ダブルスカル）

v 全日本ジュニア 優勝（男子シングルスカル）

v 全日本中学選手権 男子総合優勝・女子総合優勝

静岡県のボート



指導者養成の実情

ー静岡県ボート協会の取り組みー

背景
u 日本ボート協会との関わり

v 顧問 内藤元巳（前・会長）
v 医科学委員 林邦之（副会長・理事長）
v 指導者養成委員 鈴木政晴（普及委員長）

u 情報に飢えた天竜 （天竜楽漕クラブ）
v 総合型地域スポーツクラブ
v 高校ボート部父母会が母体
v 専門的な知識がない

u 歴史ある佐鳴湖 （浜松ボートクラブ佐鳴会）
v クラブ創設59年目(1952(昭和27年）～）
v 国体経験者をはじめとする競技経験者多数
v 幅広い年齢層、教員を含む多岐にわたる職種

↓

指導者養成の必要性がある、必要性への認識が高い

実際の活動例
u 天竜楽漕クラブのボート体験教室(19年目）

v 天竜区の全小学校でのボート体験（５年生）

v 学校宿泊行事でのボート体験（近隣小中学校）

v エルゴ測定による人材発掘（県ﾏｼﾝﾛｰｲﾝｸﾞ普及大会）
↓

この水域に住む子どもたち全てに乗艇体験をさせたい
（未来への投資）

u 浜松ボートクラブ佐鳴会のボート教室(11年目）
v 年間を通じての継続的なボート教室（月１～２回）

v 継続することで様々な艇種を小学校段階で経験
↓

競技力の高い中学、高校のボート部への接続

県の普及・強化プラン

u県内５水域（天竜、佐鳴湖、浜名湖、巴川、狩
野川）のボート場を有効利用したい

u底辺・すそ野を広げ、多くの人にボートに乗っ
てもらいたい、携わってもらいたい

uその中から競技選手を育成し、競技力向上に
つなげたい

↓

ボート人口増大(特にジュニア）をめざし、

そのための指導者養成でありたい



巣立った選手たち

u天竜楽漕クラブのボート体験教室(19年間)
v 新潟国体成年２ｘ優勝 西川勝也(現トヨタ紡織）

v ’09U-23日本代表 池田裕紀（現トヨタ紡織）

u 浜松ボートクラブ佐鳴会のボート教室(11年間）
v 沖縄インターハイ１ｘ優勝 栗山卓也（２期生）

v 新潟国体少年４ｘ＋優勝 森下亜実（３期生）

v 岩手インターハイ２ｘ準優勝 神谷早織（４期生）

有資格指導者の内訳①

※ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰは自身が選手またはＯＢとして高校へ携わる者が多いため割合が
少ない。（関わりの詳細は不明）

有資格指導者の内訳②

※ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰは自身が選手またはＯＢとして高校へ携わる者が多いため割合が
少ない。（関わりの詳細は不明）

有資格指導者の内訳③



○資格指導者がいる団体が13/16(81%）である
○現場率が高い
コーチ、指導員に限れば68%が現場指導者

○小・中・高と全てのジュニア層にいる

○資格種別と指導者数がピラミッド型をしている

△指導者も高齢化が進み、若い指導者が少ない
コーチ資格を若い指導者に取得させたい

×女性指導者が少ない
コーチ0%、指導員13%、ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ20%

有資格指導者の実情 講習内容の吟味

u インストラクターの更新研修内容は県独自

v公認・認定資格取得のカリキュラムは日ボ

v県の実情に合わせた研修内容の検討

u普及委員会と強化委員会の連携

v普及と強化の思惑の一致

v強化費から講習費用を捻出し、普及的要素のあ
る講習会・研修会を実施

具体的な取り組み

u インストラクターの更新研修内容は県独自

vボート教室の運営見学
佐鳴湖のノウハウを天竜へ

v指導する年齢層・発達段階に応じた実技
巧緻性を高める準備運動

u普及委員会と強化委員会の連携

v高校生のためのコックス講習会
講師に日本代表を務めた中坂誠選手

v講習会をDVDで全団体へ配布

静岡県の重点
u 学校部活だけでなくクラブ育成も視野

u 環境資源（５水域）、人的資源（資格保有者）の活用

u ジュニア世代の人口増大をめざす方策

愛好者・経験者を増やし、競技力向上を図る

u 指導者養成のための情報提供

v 計画的な講習会の案内、受講希望者の集約
予備調査を含めれば１年半前から始動

v 各種補助金の確保と申請
受講希望者へ補助金があることを周知

指導者が資格を得やすい、得たいと思える環境づくり



u指導者養成：ここ５年の資格取得者
v公認上級コーチ ・・・ １名

v公認コーチ ・・・ ３名
u 大学生１、20台男性１、20台女性１

v公認指導員 ・・・１５名
u H22静岡県で取得研修会

v認定インストラクター ・・・４６名
u H19.9 静岡県で全国初の取得研修会

u H20.10静岡県で2回目の取得研修会

u H23.11静岡県で全国初の更新研修会

資格取得指導者の推移 指導者と新入部員

161716平23
14161平22
8219平21

9
公認コーチ就任

135平20
7175平19
11511平18
1184平17

※学校規模は1/2

10
7

公認コーチ就任

8
公認コーチ就任

平16
HN高校HK高校NK高校


